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名
古
屋
環
状
二
号
線
の
段
差
に
関
す
る
質
問
主
意
書

名
古
屋
環
状
二
号
線
に
つ
い
て
、
名
古
屋
市
守
山
区
松
坂
町
、
環
二
高
速
に
並
行
す
る
国
道
三
〇
二
号
線
の
外
回
り
線
（
勝

川→

小
幡
）
の
小
幡
イ
ン
タ
ー
西
交
差
点
手
前
約
八
十
メ
ー
ト
ル
（
白
沢
川
高
架
橋
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
直
前
）
に
段
差
が
あ
り
、

住
民
か
ら
二
〇
一
六
年
八
月
に
通
報
が
さ
れ
た
。
そ
の
後
十
一
月
二
十
四
日
に
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
段
差
が
あ
る
排
水
口

だ
け
が
補
修
さ
れ
た
が
、
車
道
部
分
の
段
差
約
五
か
ら
三
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
区
間
は
片
側
一

車
線
の
対
面
通
行
で
あ
り
、
重
大
な
交
通
事
故
が
発
生
す
る
危
険
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
状
況
確
認
、
今
後
の
対
応
策
等
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
政
府
の
明
快
な
見
解
を
求
め
る
。

一

補
修
状
況

（
一
）

道
路
面
に
補
修
跡
（
一
・
六
×
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
面
積
）
が
あ
る
が
、
こ
の
補
修
の
必
要
性
を
把
握
し
た
き
っ

か
け
は
何
か
。
国
の
調
査
に
よ
る
も
の
か
、
住
民
か
ら
の
申
し
立
て
等
に
よ
る
も
の
か
。

（
二
）

補
修
の
必
要
性
を
把
握
し
た
時
、
判
明
し
た
道
路
損
壊
状
況
は
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
。

（
三
）

中
部
地
方
整
備
局
は
、
「
道
路
維
持
管
理
方
針
（
案
）
平
成
二
十
五
年
四
月
」
に
基
づ
き
行
う
道
路
巡
回
、
橋
梁

点
検
、
舗
装
の
点
検
に
つ
き
、
名
古
屋
市
守
山
区
内
の
国
道
三
〇
二
号
線
で
の
実
績
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
こ

一



の
一
連
の
調
査
で
は
こ
の
段
差
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

（
四
）

道
路
面
の
補
修
工
事
を
行
っ
た
回
数
と
そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
の
年
月
日
は
い
つ
か
。

（
五
）

道
路
面
の
補
修
が
不
十
分
と
思
わ
れ
る
が
、
完
了
検
査
は
行
っ
た
の
か
。
こ
の
補
修
は
一
時
的
な
も
の
か
、
完
成

し
た
も
の
か
。

（
六
）

走
行
路
面
に
最
大
三
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
段
差
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
補
修
基
準
に
合
わ
な
い
の
で
は
な
い

か
。

二

段
差
の
状
況

（
一
）

通
報
者
に
よ
れ
ば
、
環
状
二
号
線
上
の
擁
壁
に
近
い
部
分
を
自
転
車
で
走
行
中
に
、
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
の

陥
没
場
所
で
転
倒
し
た
と
い
う
。
こ
こ
は
国
道
三
〇
二
号
線
が
片
側
一
車
線
の
対
面
通
行
で
い
つ
も
混
雑
し
て
い
る

小
幡
イ
ン
タ
ー
西
交
差
点
の
手
前
で
あ
り
、
赤
信
号
の
た
び
に
こ
の
段
差
を
越
え
て
自
動
車
が
停
車
す
る
。
そ
の
間

を
二
輪
車
が
す
り
抜
け
て
く
る
の
で
、
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
殊
な
場
所
で
の
段
差
で
あ
る
こ
と
を
念

頭
に
置
い
た
丁
寧
な
補
修
工
事
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
か
。

（
二
）

排
水
口
が
補
修
さ
れ
て
路
肩
部
の
段
差
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
は
解
消
し
た
が
、
排
水
口
周
囲
に
赤
白
コ
ー
ン
が

二



三
本
お
い
て
あ
り
、
「
こ
の
先
段
差
あ
り
」
の
看
板
も
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
改
善
策
は
と
ら
れ
た
か
。

ま
だ
で
あ
れ
ば
、
い
つ
ま
で
に
改
善
策
を
と
る
の
か
。

（
三
）

排
水
口
が
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
沈
下
す
れ
ば
、
そ
の
下
に
つ
な
が
る
配
管
が
ど
こ
か
で
破
損
し
、
そ
こ
か
ら

盛
土
内
に
水
が
浸
透
し
て
も
っ
と
大
き
な
路
面
陥
没
が
発
生
す
る
。
又
は
橋
脚
と
の
切
れ
目
部
分
に
流
れ
出
す
。
そ

う
し
た
状
況
は
確
認
し
た
う
え
で
排
水
口
工
事
を
行
っ
た
の
か
。

（
四
）

盛
土
の
締
固
め
不
足
で
地
中
内
空
洞
が
広
が
り
、
順
に
上
方
に
空
洞
が
移
動
し
、
最
後
に
は
地
表
部
で
陥
没
を
す

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
そ
の
地
中
内
空
洞
の
位
置
、
範
囲
、
大
き
さ
か
ら
、
必
要
な
充
填
量
を
確
認
し
て
埋
め

戻
す
対
策
は
と
っ
て
い
る
か
。
と
っ
た
と
す
れ
ば
い
つ
か
。

三

高
架
橋
の
構
造
問
題

（
一
）

十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
段
差
の
あ
る
排
水
口
部
分
を
下
の
側
道
か
ら
見
る
と
、
外
回
り
線
勝
川
側
だ
け
が
、
橋
脚

を
押
さ
え
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
剥
が
れ
落
ち
、
割
れ
目
も
大
き
い
。
さ
ら
に
橋
脚
が
道
路
外
側
に
は
み
出
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
点
は
国
が
調
査
し
て
ど
う
判
断
し
て
い
る
か
。

（
二
）

陥
没
箇
所
を
ま
ず
は
埋
め
戻
し
、
補
修
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
を
究
明
し
、
根
本
的
な
対
策
を
と

三



る
必
要
が
あ
る
。
昨
年
十
一
月
十
六
日
に
愛
知
国
道
事
務
所
は
、
橋
の
勝
川
寄
り
部
分
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
は
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
が
あ
っ
て
狭
く
て
踏
掛
版
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
説
明
し
た
。
し
か
し
、
上
下
線
と
も

に
大
き
な
補
修
跡
が
あ
り
、
さ
ら
に
最
大
三
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
段
差
が
走
行
路
面
に
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
構
造

的
欠
陥
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
踏
掛
版
に
相
当
す
る
根
本
的
な
対
応
策
を
考
え
実
施
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
対
策

を
と
る
予
定
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


